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四
谷
小
新
設
校
舎
と

緑
道
公
園

四
谷
二
丁
目
発
展
会

会
長　

田　

中　

健　

士

謹
ん
で
新
春
を
寿
ぎ

お
喜
び

申
し
上
げ
ま
す
！

昨
年
の
新
春
の
広
報
に

残
り
少
な
い
人
生
を
ど
う

過
ご
せ
ば
良
い
か
を
記
し

ま
し
た
。
本
年
は
そ
の
内

の
②
"
身
だ
し
な
み
に
気

を
配
る
〟
の
項
に
つ
い
て

述
べ
て
み
た
い
。）

い
ざ
と
い
う
時
の
「
切

り
札
」
と
い
う
品
格
を
感

じ
さ
せ
る
コ
ー
ト
を
持
ち

た
い
と
思
い
ま
す
。

①
チ
ェ
ス
タ
ー
フ
ィ
ー

ル
ド
コ
ー
ト
︵
オ
ー

ヴ
ァ
ー
︶

黒
ま
た
は
濃
紺
の
カ
シ

ミ
ア
か
ウ
ー
ル
地
。

両
前
（
ダ
ブ
ル
）
で

ロ
ン
グ
、
タ
イ
ト
、
深
い

セ
ン
タ
ー
ベ
ン
ト
。
セ
ミ

チ
ェ
ス
タ
ー
は
シ
ン
グ
ル

で
フ
ロ
ン
ト
は
比
翼
仕
立

て
、
褒
章
か
叙
勲
の
際
に

皇
居
に
参
内
す
る
機
会
が

あ
れ
ば
必
要
で
し
ょ
う
。

ノ
ー
ベ
ル
賞
で
は
フ
ロ
ッ

ク
コ
ー
ト
に
シ
ル
ク
ハ
ッ

ト
に
な
り
ま
す
。

②
ト
レ
ン
チ
コ
ー
ト

ト
レ
ン
チ
と
は
塹
壕
の

こ
と
で
第
一
次
世
界
大
戦

の
際
に
英
国
の
陸
軍
将
校

に
与
え
ら
れ
た
軍
服
で
、

機
能
的
で
あ
り
デ
コ
ラ

テ
ィ
ブ
で
あ
る
。
ダ
ブ
ル
で

大
き
な
襟
、
ベ
ル
ト
に
付

属
の
Ｄ
環
、
エ
ポ
レ
ッ
ト
、

右
胸
の
ガ
ン
パ
ッ
チ
、
ア
ン

ブ
レ
ラ
ヨ
ー
ク
、
セ
ン
タ
ー

ベ
ン
ト
で
は
無
く
、
深
い

プ
リ
ー
ツ
等
々
で
コ
ッ
ト

ン
の
ギ
ャ
バ
ジ
ン
地
で
す
。

Ｂ
社
、
Ａ
社
が
有
名
で
す
。

国
産
で
は
Ｓ
商
会
の
百
年

コ
ー
ト
（
１
０
０
年
は
着

ら
れ
る
と
豪
語
）
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。

た
だ
し
い
づ
れ
も
高
価

格
。
名
画
「
カ
サ
ブ
ラ
ン

カ
」
ハ
ン
フ
リ
ー
ボ
ガ
ー

ド
や
「
サ
ム
ラ
イ
」
の
ア

ラ
ン
ド
ロ
ン
を
観
て
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

③
バ
ル
マ
カ
ー
ン
コ
ー
ト

︵
ス
テ
ン
カ
ラ
ー
コ
ー

ト
と
も
云
う
︶

コ
ッ
ト
ン
ギ
ャ
バ
ジ
ン

か
ツ
イ
ル
製
で
ラ
グ
ラ
ン

ス
リ
ー
ブ
、
シ
ン
グ
ル
、

ベ
ル
ト
無
し
が
一
般
的
。

ベ
ル
ト
付
も
仲
々
良
い
物

で
す
。
色
は
ベ
ー
ジ
ュ
、

玉
虫
色
、
シ
ェ
ル
ホ
ワ
イ

ト
等
、
紺
も
捨
て
が
た
い
。

表
地
が
コ
ッ
ト
ン
。
裏

地
ウ
ー
ル
の
リ
バ
ー
シ
ブ

暖
か
い
~
温
か
い
話

四
谷
二
丁
目
町
会

会
長　

藤　

井　

総　

一

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

よ
つ
や
児
童
遊
園(

四

谷
２

－

８
）
が
無
く
な
っ

て
久
し
く
な
る
の
は
ご
存

じ
だ
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
町
の
公
園

が
無
く
な
っ
て
寂
し
い
と

思
わ
れ
た
方
も
多
い
こ
と

で
し
ょ
う
。
地
域
の
再
開

発
で
町
の
姿
が
変
わ
っ
て

い
く
こ
と
を
日
々
感
じ
ま

す
。
そ
の
反
面
、
再
開
発

に
よ
り
四
谷
に
は
多
く
の

子
育
て
家
庭
も
増
え
、
新

宿
区
の
中
で
も
人
口
の
増

加
と
賑
わ
い
の
あ
る
地
域

と
な
っ
て
い
ま
す
。

18
年
前
に
開
校
し
た

四
谷
小
学
校
は
３
４
３
名

12
ク
ラ
ス
だ
っ
た
も
の

が
、
本
年
度
は
６
３
３
名

21
ク
ラ
ス
と
な
っ
て
い
ま

す
。
児
童
数
の
増
加
に
教

室
数
が
足
り
ず
、
新
設
校

舎
（
10
ク
ラ
ス
分
）
が
今

年
の
7
月
に
完
成
予
定
で

す
。こ

の
関
係
で
よ
つ
や

児
童
遊
園
が
無
く
な
っ
た

の
で
す
が
、
子
ど
も
た
ち

の
通
学
路
（
北
門
）
を
兼

ね
た
緑
道
公
園
も
令
和
８

年
９
月
ご
ろ
に
完
成
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
公

園
完
成
ま
で
の
間
は
仮
通

学
路
と
し
て
利
用
で
き
ま

す
。）
路
地
状
の
公
園
で

す
が
、
子
ど
も
た
ち
に
も

地
域
の
私
た
ち
に
も
緑
を

楽
し
み
な
が
ら
歩
く
憩
い

の
小
道
に
な
る
と
思
い
ま

す
。若

葉
側
へ
の
通
り
抜

け
、
町
の
防
災
倉
庫
や
ト

イ
レ
も
設
置
さ
れ
、
よ
り

便
利
に
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

今
後
の
完
成
を
楽
し

み
に
待
ち
た
い
と
思
い
ま

す
。

ル
も
暖
か
く
便
利
な
も
の

で
す
。

④
ダ
ッ
フ
ル
コ
ー
ト

英
国
の
海
軍
で
採
用

さ
れ
た
、
ベ
ル
ギ
ー
産
の

ダ
ッ
フ
ァ
ー
と
い
う
粗
い

ウ
ー
ル
生
地
で
造
ら
れ
た

の
で
コ
ー
ト
名
に
な
っ
た

と
。
手
袋
を
し
た
ま
ま
で

も
着
脱
が
楽
な
様
に
ボ
タ

ン
止
め
で
な
く
ド
ッ
ク

ル
（
浮
き
）
と
麻
ロ
ー
プ
、

こ
れ
が
デ
ザ
イ
ン
に
な
っ

て
い
る
。

色
は
濃
い
目
の
ベ
ー

ジ
ュ
（
キ
ャ
メ
ル
カ
ラ
ー
）

か
ネ
ー
ビ
ー
。

学
生
に
は
ピ
ッ
タ
リ
だ

が
意
外
と
老
人
（
？
）
に

も
似
合
う
。
冬
の
ス
ポ
ー

ツ
観
戦
用
に
も
。

⑤
ピ
ー
コ
ー
ト

軍
服
由
来
の
ハ
ー
フ

コ
ー
ト
で
、
ネ
ー
ビ
ー
の

ダ
ブ
ル
で
左
前
で
も
右
前

で
も
風
向
き
に
よ
っ
て
変

え
ら
れ
る
大
き
目
の
ボ
タ

ン
に
は
錨
を
刻
む
。（
Ｐ

コ
ー
ト
の
Ｐ
の
語
源
は
忘

れ
ま
し
た
）

※
編
集
部
（
注
）

オ
ラ
ン
ダ
語
の「
ラ
シ
ャ

PIJ�JEKKER

」
よ
り

⑥
Ｃ
Ｐ
Ｏ
コ
ー
ト
︵
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
︶

米
国
海
軍
の
甲
板
上
の
下

士
官
（
チ
ー
フ
ペ
テ
ィ
ー

オ
フ
ィ
サ
ー
:
Ｃ
Ｐ
Ｏ
）

の
作
業
用
の
軍
服
。
コ
ー

ト
と
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
中

間
、
ウ
ー
ル
製
。

カ
ラ
ー
は
ネ
ー
ビ
ー
。

両
胸
に
フ
ラ
ッ
プ
（
ボ
タ

ン
止
め
）
の
ポ
ケ
ッ
ト
の

み
。
そ
の
ボ
タ
ン
に
は
お

決
ま
り
の
錨
マ
ー
ク
。

私
は
Ｃ
Ｐ
Ｏ
コ
ー
ト
が

使
い
や
す
く
好
み
で
す
。

⑦
ダ
ウ
ン
コ
ー
ト

中
綿
に
羽
毛（
ダ
ウ
ン
、

フ
ェ
ザ
ー
混
も
）
を
注
入
。

羽
毛
布
団
を
着
て
い
る

が
如
く
非
常
に
暖
か
い
。

極
寒
に
は
最
適
。
フ
ー
ド

付
き
が
多
い
。
ダ
ウ
ン
と

は
水
鳥
の
綿
毛
の
こ
と
。

フ
ェ
ザ
ー
（
羽
）
と
は
区

別
さ
れ
る
。

グ
ー
ス
（
ガ
チ
ョ
ウ
）

ダ
ッ
ク
（
ア
ヒ
ル
）
の
も

の
が
多
い
。

⑧
ポ
ロ
コ
ー
ト
、
タ
イ

ロ
ッ
ケ
ン
コ
ー
ト
、
イ

ン
バ
ネ
ス
コ
ー
ト

︵
和
名  

ト
ン
ビ
︶、
ま
だ

ま
だ
沢
山
存
在
し
ま
す
。

◇　

◇　

◇

発
展
会
広
報
に
毎
年
町

会
の
挨
拶
を
載
せ
て
頂
き

感
謝
い
た
し
ま
す
。

町
会
員
の
皆
様
方
の
ご

健
勝
を
祈
念
致
し
ま
す
。

本
年
も
町
会
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
宜
し
く
お

ね
が
い
い
た
し
ま
す
お
願

い
致
し
ま
す
。

〝お
気
に
入
り
の「
コ
ー

ト
」
で
暖
か
く
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
！
〟

地域共生エリア（ピロティ下）地域共生エリア（ピロティ下）

平面図

トイレ計画案

公園トイレ
防災倉庫配置図

緑  

道
緑  

道

⃝
�

緑
道
と
い
う
こ
と
で
園
内
の
一
部
に
植
栽
さ
れ
る
計
画
で
す
。

⃝
�

公
園
ト
イ
レ
（
小
学
校
通
学
門
の
前
面
）
は
防
犯
を
考
慮
し
町
会

と
し
て
は
夜
間
に
は
閉
門
す
る
方
向
で
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

⃝
�

四
谷
小
学
校
の
増
設
工
事
は
Ｒ
７
年
７
月
、
完
成
予
定
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

※今後の設計に伴い、一部内容に変更が生じる場合があります。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

四
谷
二
丁
目
発
展
会
並

び
に
四
谷
二
丁
目
町
会
の

皆
さ
ま
に
は
、
日
ご
ろ
よ

り
第
一
勧
業
信
用
組
合
を

ご
愛
顧
賜
り
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
は
、
昨
年
７
月
に
本

店
営
業
部
に
着
任
い
た
し

ま
し
た
。

着
任
当
初
、
四
谷
地
域

四谷ビルディング
東急ステイ四谷店
ココカラファイン四谷店
しゃぶ葉四谷店
バーミヤン四谷店
ファミリーマート

四谷二丁目店
甘栗太郎
大久保碁盤店
新菱冷熱工業（株）
藤井ビル
浜善海苔店
金駒（鮮魚）
T・ジュバンスサロン

（エステ）
大西宝飾店
ヘアサロンM
白馬クリーニング商会
PINO四谷センター
ラパン（欧風料理）
アンポルテ（洋菓子）
ミツヤ不動産
シャムロック（生花）
メンズ ヘアーサロン31
よつや通り歯科

謹賀新年
末広鮨
ハーマン（生活雑貨）
第二太郎ビル
箪笥の松本
柳川歯科
三朋（不動産）
ZOO四谷店
津乃国屋葬儀社
大和屋ビル
ガスライト（バー）
第一勧業信用組合 本店
東京堂
四谷大林税理士法人
信栄社
きふね税理士事務所
朝日新聞四谷販売店
森初商店
こうや（支那そば屋）
忍（たん焼）
四葉BPC（印刷）
藤木工務店
タムラタイチ歯科医院
サブリナシューシャイン

四谷工房

新
年
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
前

回
に
引
き
続
き
地
域
セ
ン

タ
ー
の
催
し
物
の
あ
れ
こ

れ
を
お
話
し
し
ま
す
。
こ

こ
数
年
、
秋
の
文
化
祭
・

春
の
ふ
れ
あ
い
祭
り
に
中

学
生
、
大
学
生
の
参
加
に

よ
り
場
内
の
空
気
が
変
化

し
、
活
気
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
そ
の
地
域
の
信
仰
を
集

め
る
須
賀
神
社
の
印
象
が

強
か
っ
た
の
で
す
が
、
四

谷
二
丁
目
を
起
点
に
周
辺

を
散
策
し
て
み
る
と
そ
の

特
長
と
し
て
坂
が
多
く
、

そ
の
坂
の
途
中
に
は
多
く

の
寺
院
や
神
社
が
存
在

し
、
特
に
、
須
賀
町
、
若

葉
、
舟
町
な
ど
は
古
く
か

ら
の
寺
院
が
多
い
よ
う
に

思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
坂
に
沿
う
よ
う

に
閑
静
な
住
宅
地
が
続
き

人
々
の
暮
ら
し
が
営
ま
れ

て
い
る
こ
と
を
改
め
て
知

り
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
迎
賓
館

や
四
谷
見
附
橋
の
よ
う
な

デ
ザ
イ
ン
性
豊
か
な
さ
ま

ざ
ま
な
施
設
も
存
在
し
、

そ
の
装
飾
は
、
見
応
え
が

あ
り
、
坂
道
と
は
違
っ
た

趣
を
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

神
宮
外
苑
や
新
宿
御
苑
の

よ
う
な
四
谷
に
と
っ
て
緑

豊
か
な
空
間
を
形
成
し
、

地
域
の
人
々
の
み
な
ら
ず

多
く
の
人
々
に
憩
い
と
安

ら
ぎ
を
与
え
る
場
所
も
あ

り
、
今
で
は
多
く
の
外
国

人
も
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
長
い
歴

史
と
文
化
に
支
え
ら
れ
、

近
代
的
な
姿
と
緑
豊
か
な

空
間
を
併
せ
持
っ
た
四
谷

で
第
一
勧
業
信
用
組
合
本

店
営
業
部
は
、
昭
和
42
年

に
開
店
し
、
57
年
間
地
域

の
皆
さ
ま
に
ご
愛
顧
、
ご

支
援
い
た
だ
き
今
に
至
っ

て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実

感
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
四

谷
の
地
で
地
域
金
融
機
関

と
し
て
地
域
の
発
展
に
尽

は
す
ば
ら
し
く
行
動
力
が

あ
り
声
の
明
る
さ
の
オ
ー

ラ
が
全
館
に
溢
れ
て
い
ま

す
。
四
谷
中
学
校
の
二
年

生
は
何
年
も
前
か
ら
各
部

門
で
お
手
伝
い
を
し
て
く

れ
ま
す
。
喫
茶
・
夢
の
売

れ
残
り
品
を
各
階
へ
出
向

き
売
り
歩
い
て
い
ま
す
。

今
年
か
ら
文
京
学
院
大

学
の
四
年
生
が
、
町
研
究

の
ゼ
ミ
で
四
谷
を
取
り
上

げ
た
事
か
ら
地
域
セ
ン
タ

―
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
誌
「
四

谷
」
の
編
集
部
と
交
流
が

始
ま
り
ま
し
た
。
四
谷
に

古
く
か
ら
あ
る
文
化
と
今

生
活
し
て
い
る
地
域
の

人
々
と
の
意
識
、
か
か
わ

り
あ
い
を
テ
ー
マ
に
す
る

と
の
こ
と
。
編
集
委
員
会

に
参
加
し
、
二
回
に
渡
り

記
事
を
書
い
て
も
ら
い
ま

し
た
。
去
年
の
11
月
に
は

三
栄
町
公
園
で
防
災
訓
練

を
交
え
た
「
防
災
縁
日
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
若
い

新
年
の
ご
挨
拶

第
一
勧
業
信
用
組
合　

本
店
営
業
部

部
長　

堀　

口　

伸　

一

若
い
力
を
共
に
！

四
谷
地
域
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員

金　

澤　

玲　

子

事
業
報
告

総
務　

大
久
保
誠
一

一
月　

新
年
会
24
名
（
ラ

パ
ン
）

二
月　

能
登
大
地
震

に
義
援
金
を
募
る

（
￥
８
４
、１
９
０
朝
日

新
聞
文
化
事
業
団
通
じ

て
）

三
月　

祭
礼
用
手
拭
を
製

作
（
半
纏
と
同
柄
で
製

作
）

四
月　

総
会
に
つ
い
て
検

討
、
祭
礼
神
酒
所
（
天

伸
店
舗
）・
資
材
置
き

場
と
し
て
新
菱
冷
熱
の

店
舗
を
借
用

五
月　

総
会
（
Ｄ
Ｋ
Ｃ
本

店
会
議
室
・
18
名
出

席
）

六
月　
祭
礼
・
お
鉢
洗
い

七
月　

防
災
グ
ッ
ズ
と
し

て
扇
風
機
付
き
ベ
ス
ト

を
購
入
（
区
の
助
成
金

を
含
む
）
八
月
役
員
会

（
暑
気
払
い
を
兼
ね
る
）

九
月　

交
通
安
全
（
テ
ン

ト
９
／
20
～
30
）

十
月　

四
谷
大
好
き
祭
り

（
駄
菓
子
屋
を
出
店
）

町
内
防
災
訓
練
20
名
参

加
（
四
谷
小
校
庭
を
借

用
・
自
衛
消
防
訓
練
と

し
て
四
谷
消
防
署
の
協

力
を
受
け
る
）
敬
老
の

日
祝
品
に
焼
き
海
苔
を

配
布
（
54
名
）

十
一
月　

新
宿
区
避
難
訓

練
実
施
・
近
隣
５
町
合

同
（
四
谷
小
）

十
二
月　

役
員
会
（
忘
年

会
を
兼
ね
る
）
新
年
会

１
／
10

町会・発展会合同新年会
1月10日（金） 午後6時より

会費　￥5,000
フランス料理 ラパン

（四谷２－１4）

◆　

◆　

◆

コ
ロ
ナ
騒
乱
も
癒
え
、

本
年
は
役
員
会
も
順
調
に

開
催
さ
れ
事
業
も
予
定
通

り
進
ん
で
お
り
ま
す
。

尚
、
チ
ラ
シ
は
昨
年
度

よ
り
年
４
回
の
発
行
に
な

り
ま
し
て
５
／
26
・
９
／

26
・
11
／
26
・
３
／
26
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で

イ
ベ
ン
ト
な
ど
お
考
え
の

方
は
早
め
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

力
す
る
と
と
も
に
皆
さ
ま

の
お
役
に
立
て
る
よ
う
に

努
力
し
、
四
谷
二
丁
目
発

展
会
並
び
に
四
谷
二
丁
目

町
会
の
皆
さ
ま
と
の
連
帯

も
一
層
強
め
、
地
域
の
課

題
に
も
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

ご
愛
顧
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝

と
ご
多
幸
を
祈
念
い
た
し

ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

力
は
私
達
に
勇
気
を
く

れ
、
労
働
力
を
補
っ
て
く

れ
ま
す
。

去
年
亡
く
な
ら
れ
た
谷

川
俊
太
郎
の
詩
を
紹
介
し

ま
す
。
二
十
歳
代
の
代
表

作
か
つ
デ
ビ
ュ
ー
作
品
で

す
。「
鉄
腕
ア
ト
ム
」
し

か
り
「
ゴ
ジ
ラ
」
し
か
り

何
十
年
も
前
に
未
来
を
予

測
、
想
像
し
、
警
告
の
要

素
も
含
ん
だ
各
作
者
に
脱

帽
し
ま
す
。
ち
な
み
に

谷
川
俊
太
郎
の
詩
は
作
曲

家
、
木
下
牧
子
に
よ
り
合

唱
曲
に
な
り
新
た
な
命
が

宿
っ
て
い
ま
す
。
作
曲
家

の
創
作
意
欲
を
か
き
立
て

た
の
で
す
。
地
球
人
と
火

星
人
と
で
音
の
響
き
が
違

い
ま
す
。

“
二
十
億
光
年
の
孤
独
”

人
類
は
小
さ
な
球
の
上
で

　

眠
り
起
き
そ
し
て
働
き

と
き
ど
き
火
星
に
仲
間
を

欲
し
が
っ
た
り
す
る

火
星
人
は
小
さ
な
球
の
上

で何
を
し
て
い
る
か　

僕
は

知
ら
な
い

（
或
い
は
ネ
リ
リ
し　

キ

ル
ル
し　

ハ
ラ
ラ
し
て
い

る
か
）

し
か
し
時
々
地
球
に
仲
間

を
欲
し
が
っ
た
り
す
る

そ
れ
は
ま
っ
た
く
た
し
か

な
こ
と
だ

万
有
引
力
と
は

ひ
き
合
う
孤
独
の
力
で
あ

る宇
宙
は
ひ
ず
ん
で
い
る

そ
れ
故
み
ん
な
も
と
め
合
う

宇
宙
は
ど
ん
ど
ん
膨
ら
ん

で
ゆ
く

そ
れ
故
み
ん
な
不
安
で
あ

る二
十
億
年
の
孤
独
に

僕
は
思
わ
ず
く
し
ゃ
み
を

し
た 私

た
ち
の
活
動

四
谷
清
掃
協
力
会
女
性
部

清　

原　

敏　

子

私
た
ち
の
活
動
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

女
性
部
の
構
成
員
は

各
町
会
か
ら
二
名
、
合
計

五
十
八
名
で
す
。
役
員
は

十
二
名
。
吉
川
ゆ
り
子
部

長
の
下
で
役
員
会
を
開
催

し
て
活
動
の
具
体
化
等
を

進
め
ま
す
。

六
月
の
清
掃
協
力
会
定

期
総
会
で
前
年
度
の
事
業

決
算
等
の
承
認
、
今
年
度

の
事
業
・
予
算
の
承
認
を

受
け
て
活
動
を
開
始
し
ま

す
。
こ
の
総
会
で
う
れ
し

い
こ
と
に
四
谷
二
丁
目
町

会
が
他
四
町
会
と
共
に
清

掃
事
業
地
域
功
労
者
に
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

夏
休
み
親
子
施
設
見
学

会
は
女
性
部
主
催
で
す
。

八
月
七
日
に
中
央
防
波
堤

埋
立
処
分
場
見
学
を
行
い

ま
し
た
。
子
供
の
参
加
者

は
二
名
。
バ
ス
で
見
学
会

場
へ
行
き
、
館
内
で
大
型

ス
ク
リ
ー
ン
を
使
っ
て
最

終
ゴ
ミ
処
分
法
の
説
明
を

受
け
て
か
ら
、
バ
ス
に
乗

車
し
て
処
分
場
見
学
へ
。

清
掃
工
場
等
か
ら
到
着
し

た
ゴ
ミ
が
埋
め
立
て
処
分

場
に
送
ら
れ
る
過
程
を
見

て
回
り
ま
し
た
。
処
分
場

の
限
界
を
超
え
な
い
た
め

に
ゴ
ミ
削
減
を
続
け
て
行

く
こ
と
の
意
義
を
強
く
再

認
識
さ
せ
え
ら
れ
た
見
学

会
で
し
た
。

十
月
十
九
日
四
谷
区

民
セ
ン
タ
ー
一
階
で
開
催

さ
れ
た
四
谷
リ
サ
イ
ク
ル

フ
ェ
ア
は
女
性
部
が
中
心

と
な
っ
て
活
動
す
る
大
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
バ
ザ
ー
、

古
本
市
、
リ
サ
イ
ク
ル

コ
ー
ナ
ー
の
小
物
、
分
別

ゲ
ー
ム
、
模
擬
店
、
姉
妹

都
市
伊
那
市
物
産
展
、
寄

付
さ
れ
た
海
苔
販
売
、
ゴ

ミ
減
量
絵
画
展
。
ど
の

コ
ー
ナ
―
も
大
勢
の
来
場

者
で
賑
わ
い
、
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
た
様
で
す
。
う

れ
し
い
こ
と
に
今
年
も
売　

上
金
２
５
２
、２
３
８
円

（
伊
那
物
産
展
を
除
く
）

は
次
の
二
箇
所
に
そ
れ
ぞ

れ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

⃝
�

新
宿
区
社
会
福
祉
協
議

会
（
１
２
６
、１
１
９

円
）

⃝
�

能
登
半
島
大
雨
災
害
義

援
金
（
同
額
の
寄
付
）

二
月
に
は
清
掃
協
力
会

主
催
で
清
掃
施
設
見
学
会

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

女
性
部
の
活
動
は
他
に

も
ゴ
ミ
０
デ
ー
参
加
。
新

宿
３
Ｒ
フ
ェ
ス
タ
へ
の
参

加
。
ゴ
ミ
減
量
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
実
施
等
々
を
行
っ

て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
町　

会
の
皆
様
の
ご
協
力
に
感　
　
　

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

◇　

◇　

◇

⃝
�

Ｓ
39
年
の
発
展
会
振
興
組
合
設
立
時
は
114
店
舗
も

出
資
金
を
負
担
し
て
商
店
会
に
加
入
し
て
い
ま
す
。

当
時
の
ほ
と
ん
ど
の
商
店
に
は
従
業
員
が
在
籍
し

て
い
ま
し
た
。

　
街
の
賑
わ
い
を
感
じ
て
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
！

発
展
会
振
興
組
合
の
設
立
時
会
員
一
覧
（
昭
和
39
年
４
月
）


